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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
断層周辺では，岩盤の破砕や地層の変形によって電気比抵抗分布に異常が認められる例が多い。電
磁気探査法は，このような異常を鋭敏に検出できるので，断層の位置や性状の研究に有効である。し
かし，人工的電磁気雑音に弱く，特に深部探査に関しては，大都市域では実施が困難であった。 
本研究では，制御された電磁気信号源を用いる従来の探査法を改良し，電磁気高雑音地域でも実施
可能な電磁気探査法の開発とその応用を行っている。①Global Positioning System（GPS）衛星からの
信号を用いて，信号送信装置と受信装置間で高精度の時刻同期機能をもつ測定装置の開発，②制御信
号を高分解能で分離できる信号処理方法の開発，および③都市域の雑音特性を考慮した測定方法の確
立など，観測・解析に必要な一連の手法を開発した。 
この手法を大阪平野に伏在する上町断層の調査に応用し，この断層を横切る深度 800m付近まで
の電気比抵抗構造を明らかにした。新しい手法による結果と，先行する反射法地震探査断面とは大局
的に整合し，さらに北東傾斜の高比抵抗領域が存在することを，新たに見いだしている。これは，大
都市に伏在する断層の地下形状を，電気比抵抗分布から描出している画期的な成果である。 
この研究で開発した手法を展開することによって，大阪平野および他の大都市域の地下比抵抗構造
を３次元的に決定することが可能となる。よって，本論文は，博士（理学）の学位を授与するに値す
ると審査した。 
